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ち
ろ
ん
楽
し
い
が
、
何
よ
り
昔

話
に
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
こ

の
上
な
く
楽
し
い
▼
旧
友
に

会
っ
て
、
昔
の
恋
の
行
方
を
話

し
た
り
、
今
だ
か
ら
言
え
る
秘

密
を
暴
露
し
た
り
。
当
時
の
自

分
に
は
重
大
な
こ
と
で
も
、
今

と
な
れ
ば
も
う
時
効
で
あ
る
。

恥
ず
か
し
い
失
敗
談
も
、
酒
の

席
な
ら
い
い
肴
だ
▼
そ
れ
に
、

昔
の
自
分
を
評
価
し
て
も
ら
う

こ
と
で
今
の
自
分
を
顧
み
る
こ

と
が
で
き
る
。
過
去
と
現
在
を

比
較
し
て
も
ら
っ
て
、
自
分
の

確
か
な
成
長
を
実
感
す
る
こ
と

も
で
き
る
。
久
々
に
会
う
友
人

の
言
葉
は
過
去
の
話
を
し
て
い

て
も
、
自
分
の
未
来
に
プ
ラ
ス

に
働
い
て
く
れ
る
の
だ
▼
た
だ

自
分
は
「
変
わ
ら
な
い
」
と
言

わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
大
学

入
っ
て
少
し
は
し
ゃ
ぎ
す
ぎ
た

か
な
、
と
思
う
私
か
ら
す
れ
ば

多
少
不
本
意
な
言
葉
で
あ
る
。

酔
っ
て
半
裸
に
な
っ
た
り
女
装

し
た
り
し
て
い
る
自
分
を
反
省

し
て
い
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
に

▼
そ
ん
な
こ
と
な
い
、
昔
の
俺

は
も
っ
と
真
面
目
だ
っ
た
、
と

思
い
高
校
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
を

開
い
た
。
そ
こ
で
見
つ
け
た
の

は
体
育
祭
で
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
を

履
い
て
踊
る
自
分
の
写
真
。
み

ん
な
、ご
め
ん
。お
調
子
者
だ
っ

た
俺
は
少
し
も
変
わ
っ
て
な
い

み
た
い
だ
わ
。　
【
竹
内
勇
人
】

　

最
近
、
昔
の
友

人
に
よ
く
会
い
に

行
く
よ
う
に
な
っ

た
。
久
々
に
再
会

し
た
友
人
の
近
況

を
聞
く
こ
と
も
も

vol.12

キ
ャ
ン
パ
ス
の
Ｄ
３
０
０
教
室

が
あ
る
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
テ

ニ
ス
部
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
、
Ｄ

３
０
０
は
自
由
劇
場
や
は
ち
の

巣
座
な
ど
公
認
の
劇
団
に
影
響

が
出
た
。
劇
団
は
学
外
の
ホ
ー

ル
に
場
所
を
移
し
て
公
演
す
る

な
ど
、
多
く
の
苦
労
を
強
い
ら

れ
た
。
若
干
の
戸
惑
い
の
声
も

あ
っ
た
が
、「
将
来
的
な
事
を

考
え
る
と
絶
対
に
直
し
た
方
が

い
い
」
と
い
う
意
見
も
多
く
、

頻
繁
に
使
用
す
る
夏
休
み
中
の

工
事
に
同
意
し
た
。

　

ま
た
、
新
設
さ
れ
た
建
物
の

中
で
も
目
玉
な
の
が
、
六
甲
台

第
二
学
舎
の
北
東
に
建
て
ら
れ

た
模
擬
法
廷
。
法
学
部
を
も
つ

大
学
の
ほ
と
ん
ど
に
あ
る
施
設

が
よ
う
や
く
で
き
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
ち
ら
は
完
成
が
近

く
、
今
年
度
後
期
か
ら
使
用
で

き
る
。法
科
大
学
院
に
よ
る
と
、

司
法
試
験
制
度
が
新
し
く
な

り
、
学
生
時
代
か
ら
実
務
を
学

ぶ
必
要
が
生
ま
れ
た
こ
と
が
、

新
設
の
理
由
だ
と
い
う
。
模
擬

法
廷
の
特
徴
は
、
ガ
ラ
ス
張
り

で
外
か
ら
も
見
え
る
こ
と
と
、

裁
判
員
が
合
議
す
る
こ
と
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ

ル
の
あ
る
会
議
室
が
あ
る
こ

と
だ
。「
模
擬
裁
判
に
限
ら
ず
、

授
業
や
セ
ミ
ナ
ー
、
公
開
講
座

に
も
使
用
で
き
る
」
と
い
う
。

　

法
学
部
の
２
年
生
は
「
模
擬

法
廷
で
の
授
業
で
実
務
の
難
し

さ
を
身
を
も
っ
て
知
れ
ば
、
興

味
関
心
が
強
く
な
っ
た
り
座
学

に
も
熱
が
入
る
よ
う
に
な
る
の

で
は
」
と
話
し
た
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
【
香
月
隆
彰
】

　常に姿勢正しい花岡さ
ん。幼いころから舞台一筋
だった。神戸女学院大音楽
学部の舞踊専攻だった４年
生の 11 月、プロダンサー
へつながる道があったにも
関わらず突然方針転換。神
戸大の人間発達環境学研究
科へ進学を決めた。「研究して人と触れ合って世界を広げたかった」。
　この夏、なじみの美容師のすすめで、神戸ウエディング会議主催
の神戸ウエディングクイーンに応募。約 90 人から選ばれた最終選
考のステージ上では、神戸をテーマにオリジナルソングを披露した。
　現在は神戸大でコミュニティダンスの研究をし、週１回高齢者福
祉施設へ通っている。人と触れ合い、幸せにしたい。そんな気持ち
が神戸ウエディングクイーンへ結実した。「一生に一度たくさん人
が集まる幸せなウエディングを、このきれいな神戸でやってもらえ
れば」。花岡さんの歌と踊りが人を幸せにする。　　　　【田中郁考】

立
っ
て
動
く
六
甲
祭
実
行
委
員

会
に
比
べ
個
人
が
企
画
を
掛
け

持
つ
こ
と
も
多
く
、
祭
り
も
小

規
模
だ
っ
た
。
し
か
し
近
年
は

「
お
酒
が
飲
め
る
」
こ
と
な
ど
、

六
甲
祭
に
は
な
い
独
特
の
雰
囲

気
が
人
気
を
博
し
、
来
場
者
数

は
順
調
に
伸
び
て
い
た
。ま
た
、

模
擬
店
の
出
店
希
望
も
募
集
枠

を
大
幅
に
超
え
る
数
を
集
め
る

な
ど
、
確
実
に
そ
の
存
在
も
大

き
く
な
っ
て
い
た
。

　

代
表
の
関
本
龍
志
さ
ん（
法
・

２
年
）
は
「
記
念
イ
ベ
ン
ト
の

風
潮
も
あ
り
、
今
年
は
惰
性
で

開
催
で
き
た
と
も
言
え
る
。
大

切
な
の
は
存
続
の
た
め
ど
う
地

域
に
関
わ
っ
て
も
ら
う
か
」
と

話
す
。
企
画
を
行
う
団
体
を
神

戸
付
近
か
ら
募
集
す
る
な
ど
、

祭
り
を
「
地
元
住
民
の
発
表
の

場
」
と
し
て
変
化
さ
せ
た
い
と

い
う
。
関
本
さ
ん
は
「
地
元
色

が
あ
っ
て
О
Ｂ
、
О
Ｇ
の
方
も

気
軽
に
来
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば

祭
り
は
残
る
は
ず
」
と
希
望
を

語
っ
た
。　
　
　
【
片
山
孝
章
】

　

今
年
で
39
回
目
を
迎
え
る
厳

夜
祭
。
元
夜
間
主
生
の
た
め
の

宴
は
、
２
０
０
６
年
の
同
コ
ー

ス
廃
止
以
降
、
例
年
開
催
が
危

ぶ
ま
れ
て
い
る
。
幸
い
今
年
度

は
、
学
内
の
１
１
０
周
年
記
念

イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と
し
て
祭
り

が
組
み
込
ま
れ
、
開
催
に
こ
ぎ

着
け
た
。
だ
が
、
記
念
イ
ベ
ン

ト
は
当
然
今
年
ま
で
。
つ
か
の

間
の
安
息
を
機
に
、
実
行
委
員

会
は
存
続
へ
の
鍵
と
し
て
「
地

域
」を
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
い
る
。

　

厳
夜
祭
実
行
委
員
会
は
現
在

十
数
人
の
み
で
運
営
さ
れ
て
い

る
。
１
０
０
人
以
上
が
組
織

　

今
年
度
前
期
は
、
六
甲
台
本

館
を
始
め
と
す
る
各
キ
ャ
ン
パ

ス
で
工
事
が
行
わ
れ
て
い
た
。

現
在
も
続
い
て
お
り
、
作
業
は

佳
境
を
迎
え
て
い
る
。

　

工
事
の
目
的
は
主
に
耐
震
補

強
と
機
能
改
修
。
中
で
も
特

に
学
生
に
関
わ
る
場
所
と
し

て
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
国
文

　

第
33
回
六
甲
祭
が
、
11
月
10

日
と
11
日
の
２
日
間
に
わ
た
り

六
甲
台
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
る
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
一
般

公
募
の
末
に
決
定
し
た
「
Ｓ
Ｈ

Ｏ
Ｗ
エ
ネ
×
商
エ
ネ
＝
笑
エ

ネ
！
〜
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
こ

こ
に
あ
っ
た
〜
」。
学
生
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
笑
い
に
変
え
る
催

し
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

毎
年
有
名
人
を
迎
え
る
講
演

会
で
は
、
大
山
の
ぶ
代
氏
を
ゲ

ス
ト
に
迎
え
る
。
大
山
氏
は
、

26
年
に
わ
た
り
ア
ニ
メ
「
ド
ラ

え
も
ん
」
で
ド
ラ
え
も
ん
役
と

し
て
活
躍
し
た
女
優
、
声
優
。

「
大
山
の
ぶ
代
の
お
も
し
ろ
人

生
あ
れ
こ
れ
」
と
題
し
た
講
演

会
は
10
日
の
午
後
１
時
開
場
、

２
時
開
演
。
入
場
は
無
料
。
場

所
は
出
光
佐
三
記
念
六
甲
台
講

堂
で
行
わ
れ
る
。

　

ま
た
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
の
ラ

イ
ブ
に
出
演
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
は
、
10
月
に
実
行
委
員
会
に

よ
り
配
布
さ
れ
る
情
報
誌
「
ロ

ク
ナ
ビ
」
で
発
表
さ
れ
る
予
定

だ
。

　

ま
た
、
実
行
委
員
会
に
よ
る

企
画
も
目
白
押
し
。

　

ま
ず
、
昨
年
復
活
を
遂
げ
た

「
М
ｓ
・
Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｕ
ｓ 

Ｋ
Ｏ

Ｂ
Ｅ
」。
今
年
は
５
人
の
候
補

者
の
中
か
ら
最
も
魅
力
的
な
女

性
を
選
出
す
る
。

　

昨
年
人
で
あ
ふ
れ
か
え
っ
た

お
化
け
屋
敷
な
ど
、
祭
り
当
日

は
心
躍
ら
せ
る
企
画
が
数
多
く

用
意
さ
れ
て
い
る
。
実
行
副
委

員
長
の
寺
脇
宏
高
さ
ん
（
工
・

３
年
）
は
「
こ
の
日
の
た
め
に

１
年
間
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
成
果
を
見
せ
た
い
で
す
」

と
気
合
い
を
込
め
る
。

　

ま
た
、
今
年
は
六
甲
台
キ
ャ

ン
パ
ス
の
学
舎
工
事
に
伴
い
、

模
擬
店
や
室
内
出
展
の
場
所
が

例
年
と
異
な
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
注
意
が
必
要
だ
。
な
お
、

予
定
通
り
に
工
事
が
終
了
す
れ

ば
、
10
月
９
日
に
決
定
す
る
室

内
出
展
の
配
置
に
影
響
は
な
い

と
い
う
。

　

昨
年
か
ら
１
０
０
人
を
超
え

る
大
所
帯
と
な
っ
た
実
行
委
員

会
。
実
行
委
員
長
の
清
水
義
高

さ
ん
（
経
営
・
３
年
）
は
「
六

甲
祭
を
日
本
一
の
学
園
祭
に
し

た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　
　
【
松
永
さ
と
み
】

東北の被災地は今

　

神
戸
大
学
東
北
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ

ス
の
第
10
次
派
遣
が
、
９
月
５
日
か

ら
12
日
に
か
け
て
あ
っ
た
。
50
人
を

超
え
る
参
加
者
が
陸
前
高
田
市
や
大

槌
町
な
ど
岩
手
県
沿
岸
部
を
訪
れ
、

仮
設
住
宅
へ
の
訪
問
や
草
刈
り
な
ど

の
活
動
を
し
た
。
当
委
員
会
記
者
が

同
乗
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
傍

ら
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
半
の

被
災
地
を
取
材
し
た
。

　

山
と
山
の
間
に
広
が
る
、
一
面
の

草
原
。
が
れ
き
の
片
付
い
た
集
落
は

一
見
、
昔
か
ら
ず
っ
と
草
原
で
あ
っ

た
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
所
々
残

る
住
宅
の
基
礎
、焼
け
焦
げ
た
庭
木
、

壊
れ
た
ま
ま
の
堤
防
や
ぽ
つ
ん
と
残

る
橋
げ
た
が
、
か
つ
て
こ
こ
が
集
落

だ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　

山
田
町
の
仮
設
住
宅
で
出
会
っ
た

子
ど
も
た
ち
。
自
分
た
ち
の
手
で

作
っ
た
み
こ
し
や
「
仮
設
神
社
」
と

書
か
れ
た
の
ぼ
り
を
担
い
で
、
仮
設

住
宅
の
建
つ
小
学
校
の
校
庭
を
走
り

回
っ
て
い
た
。そ
の
う
ち
の
１
人
は
、

我
々
の
前
で
獅
子
舞
を
披
露
し
た
。

「
津
波
で
集
落
の
祭
り
が
廃
止
さ
れ
、

発
表
の
機
会
が
な
く
な
っ
た
」
と
周

り
の
大
人
た
ち
は
話
す
。
学
生
と
一

緒
に
鬼
ご
っ
こ
を
す
る
な
ど
元
気
そ

う
な
子
ど
も
た
ち
だ
っ
た
が
、
時
折

寂
し
げ
な
表
情
を
見
せ
て
い
た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
17
年

経
っ
た
神
戸
の
現
状
に
対
し
「
こ
こ

も
忘
れ
ら
れ
る
の
か
な
あ
」
と
こ

ぼ
し
た
男
性
が
い
た
。
テ
レ
ビ
の

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
る

回
数
も
減
り
、「
忘
れ
ら
れ
る
寂
し

さ
」
を
口
に
す
る
人
は
他
に
も
多

か
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ス
の
減
っ
た
今
こ

そ
、
被
災
地
の
現
状
を
伝
え
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
と
痛
感
し
た
１
週
間

だ
っ
た
。　
　
　
　
　
【
鈴
木
太
郎
】

今年の講演会ゲストになった大山のぶ代氏（写真
提供＝六甲祭実行委員会）

草で覆われたかつての集落。いまだに建物の基礎が残る（9月 10
日・岩手県釜石市で　撮影＝鈴木太郎）

夜
の
宴
厳
夜
祭

地
域
根
ざ
し
た
催
し
へ

講演会は大山のぶ代氏

第 33回六甲祭

実
行
委
員
会
企
画

ミ
ス
コ
ン
は
続
行

人気企画今年も続行

六甲祭企画

厳夜祭企画

A-cappella Sing-king!

リアル間違い探し
お化け屋敷

etc…

アイドル
「Mary Angel」

「SKETCH」
ステージ etc…

～支援室ボラバス体験ルポ～

１年半を迎えて

待望の模擬法廷新設

課外活動に影響も

集中工事

花
岡
麻
里
名
さ
ん（
発
達
・
修
士
課
程
）

２面：海外で学生死亡 関西の反応は

第３代
神戸ウエディングクイーン

３面：大工大生 人工衛星打ち上げ
４面：【特集】芸術を生きる大学、学生
６面：【アメフト】三強のＱＢ戦略
７面：【野球】開幕戦から混戦模様



京
大
に
逆
転
許
し
惜
敗

２０１２年（平成 24 年）９月２８日　第１２０号 【８】神戸大ローカル 

　

関
西
学
生
ア
メ
フ
ト
リ
ー
グ

第
２
節
神
戸
大

−

京
都
大
が

９
月
16
日
、
エ
キ
ス
ポ
フ
ラ
ッ

シ
ュ
フ
ィ
ー
ル
ド
（
大
阪
府
吹

田
市
）
で
行
わ
れ
、
終
盤
に
京

大
に
逆
転
を
許
し
、惜
敗
し
た
。

神
戸
大
は
第
４
Ｑ
に
Ｔ
Ｄ
と
２

Ｐ
で
逆
転
す
る
も
、
そ
の
後
の

京
大
の
シ
リ
ー
ズ
に
Ｆ
Ｇ
を
許

し
15

−

17
で
敗
れ
た
。
こ
れ

で
秋
季
リ
ー
グ
は
通
算
成
績
０

勝
２
敗
と
な
っ
た
。 

  

神
戸
大
は
い
き
な
り
の
ビ
ッ

グ
プ
レ
ー
で
出
鼻
を
く
じ
か
れ

た
。
試
合
開
始
の
キ
ッ
ク
オ
フ

で
京
大
に
リ
タ
ー
ン
Ｔ
Ｄ
を
許

す
。「
精
神
的
に
も
ダ
メ
ー
ジ

を
く
ら
っ
た
」
と
萬
谷
ヘ
ッ
ド

コ
ー
チ
が
振
り
返
っ
た
通
り
、

こ
の
プ
レ
ー
が
尾
を
引
い
た
の

か
神
戸
大
は
な
か
な
か
試
合
の

ペ
ー
ス
を
つ
か
め
な
い
。
直
後

の
シ
リ
ー
ズ
で
は
フ
ァ
ン
ブ
ル

で
攻
撃
権
を
喪
失
、
デ
ィ
フ
ェ

ン
ス
で
は
オ
フ
サ
イ
ド
の
反
則

で
京
大
に
ダ
ウ
ン
更
新
を
許
し

Ｔ
Ｄ
に
つ
な
げ
て
し
ま
う
。
そ

れ
で
も
第
２
Ｑ
に
Ｒ
Ｂ
羽
星

（
発
達
・
４
年
）が
Ｔ
Ｄ
を
決
め
、

７

−

14
で
前
半
を
終
え
る
。

　

後
半
に
入
る
と
試
合
が
こ
う

着
し
、
両
校
と
も
に
決
定
打
が

な
い
ま
ま
試
合
が
続
く
。
し
か

し
迎
え
た
第
４
Ｑ
、
試
合
が
動

く
。
神
戸
大
は
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に

も
成
功
す
る
な
ど
背
水
の
陣
で

ダ
ウ
ン
を
更
新
し
、
最
後
は
羽

星
が
中
央
に
押
し
込
み
Ｔ
Ｄ
を

獲
得
。
Ｔ
Ｆ
Ｐ
で
は
キ
ッ
ク
で

の
同
点
で
は
な
く
、
Ｔ
Ｄ
で
の

逆
転
を
狙
い
に
行
く
。
Ｑ
Ｂ
林

（
海
事
・
４
年
）
か
ら
Ｗ
Ｒ
塩

見
（
発
達
・
４
年
）
へ
の
パ
ス

が
成
功
し
、
強
行
策
が
実
る
。

　

し
か
し
直
後
の
京
大
の
シ

リ
ー
ズ
、
神
戸
大
は
ラ
ン
中
心

の
オ
フ
ェ
ン
ス
で
時
間
を
使
わ

れ
な
が
ら
ダ
ウ
ン
を
更
新
さ

れ
、
エ
ン
ド
ゾ
ー
ン
目
前
ま
で

攻
め
込
ま
れ
る
。
最
後
は
Ｆ
Ｇ

を
決
め
ら
れ
逆
転
を
許
す
。
こ

の
時
残
り
６
秒
、
反
撃
の
時
間

は
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。 

  　
主
将
の
Ｄ
Ｌ
白
石
（
発
達
・

４
年
）
は
「
気
持
ち
で
負
け
て

し
ま
っ
た
。
最
後
は
デ
ィ
フ
ェ

ン
ス
が
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
」
と
逆
転
を
許
し
た
こ

と
を
悔
や
ん
だ
。【
石
橋
雄
大
】

悔
い
残
る
結
果
に
　

　

第
39
回
漕
艇
全
日
本
大
学
選

手
権
大
会
が
戸
田
漕
艇
場
（
埼

玉
県
）
で
８
月
23
日
か
ら
26
日

に
か
け
て
行
わ
れ
、
神
戸
大
は

男
子
対
校
エ
イ
ト
、
女
子
対
校

ク
ォ
ド
ル
プ
ル
で
い
ず
れ
も
23

日
に
敗
れ
、
24
日
の
敗
者
復
活

戦
へ
。
男
子
対
校
エ
イ
ト
は
敗

者
復
活
戦
で
昨
年
度
か
ら
ラ
イ

バ
ル
と
し
て
き
た
京
都
大
に
９

秒
及
ば
ず
敗
れ
た
。
女
子
対
校

ク
ォ
ド
ル
プ
ル
は
敗
者
復
活
戦

に
勝
ち
、準
決
勝
に
進
ん
だ
が
、

立
教
大
に
５
秒
届
か
ず
、
決
勝

へ
の
切
符
を
手
に
す
る
こ
と
は

出
来
な
か
っ
た
。 

　

男
子
対
校
エ
イ
ト
、
神

戸
大
は
序
盤
か
ら
飛
ば
し
、

１
０
０
０
ｍ
地
点
ま
で
京
大
を

４
秒
差
で
追
い
か
け
る
激
闘
を

繰
り
広
げ
る
。
し
か
し
後
半
に

力
負
け
し
、
最
終
的
に
は
６
分

34
秒
、
京
大
に
約
９
秒
離
さ
れ

敗
れ
た
。

　

一
方
女
子
対
校
ク
ォ
ド
ル
プ

ル
は
、
敗
者
復
活
戦
で
ス
タ
ー

ト
か
ら
１
位
を
キ
ー
プ
。
そ
の

ま
ま
他
校
に
リ
ー
ド
を
許
す
こ

と
な
く
、
見
事
準
決
勝
へ
。
準

決
勝
で
も
ス
タ
ー
ト
で
２
位
と

好
位
置
に
つ
け
る
も
、
そ
の
後

立
教
大
に
追
い
抜
か
れ
、
惜
し

く
も
３
位
に
終
わ
り
、
決
勝
進

出
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　

今
大
会
が
４
年
生
に
と
っ
て

最
後
の
大
会
。主
将
の
加
藤（
経

済
・
４
年
）
は
「
４
年
生
が
少

な
い
中
つ
い
て
き
て
く
れ
た
後

輩
ら
に
は
感
謝
し
て
い
る
。
来

年
は
多
く
メ
ン
バ
ー
が
残
る
た

め
、
本
気
に
な
れ
ば
ベ
ス
ト
８

入
り
を
達
成
で
き
る
と
思
う
」

と
次
世
代
に
大
き
な
期
待
を
寄

せ
て
い
た
。 　
　
　
【
小
野
学
】

４年生意地見せる

　

第
23
回
関
西
学
生
ラ
ク
ロ
ス

リ
ー
グ
戦
神
戸
大

−
大
阪
大

が
９
月
23
日
、
大
阪
大
豊
中

キ
ャ
ン
パ
ス
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行

わ
れ
た
。
神
戸
大
は
第
３
Ｑ
に

Ａ
Ｔ
岩
崎
（
経
営
・
４
年
）
の

シ
ュ
ー
ト
で
勝
ち
越
し
、
そ
の

後
も
攻
撃
の
手
を
緩
め
ず
11

−

３
で
勝
利
し
た
。

 　
神
戸
大
は
こ
の
試
合
ま
で

に
２
勝
１
敗
１
分
け
。
上
位
に

向
け
て
は
こ
れ
以
上
試
合
を
落

と
せ
な
い
状
況
で
４
年
生
が
奮

起
し
た
。
ま
ず
は
第
３
Ｑ
に
同

点
シ
ュ
ー
ト
を
放
っ
た
主
将

の
Ａ
Ｔ
平
田
（
経
営
・
４
年
）。

「
決
め
た
ろ
う
と
思
っ
て
た
」

と
ア
ン
ダ
ー
か
ら
の
狙
い
す
ま

し
た
鋭
い
シ
ュ
ー
ト
で
チ
ー
ム

に
勢
い
を
つ
け
た
。「
も
う
後

が
な
い
。
と
に
か
く
気
合
い
を

入
れ
て
い
た
」
と
決
死
の
覚
悟

が
実
っ
た
。
そ
の
平
田
の
同
点

シ
ュ
ー
ト
で
「
気
持
ち
が
楽
に

な
っ
て
プ
レ
ー
で
き
た
」
と
岩

崎
。「
前
の
試
合
ま
で
は
昨
年

感
じ
た
楽
し
さ
が
な
か
っ
た
。

原
点
回
帰
で
こ
の
試
合
に
臨
ん

だ
」
と
去
年
の
リ
ー
グ
戦
を
彷

彿
さ
せ
る
か
の
よ
う
に
積
極
的

に
シ
ュ
ー
ト
を
放
っ
て
い
っ

た
。
結
果
チ
ー
ム
最
多
の
５
得

点
を
あ
げ
る
活
躍
。「
デ
ィ
フ
ェ

ン
ス
の
粘
り
に
応
え
ら
れ
て
よ

か
っ
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

 　
藤
坂
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
は「
落

と
せ
な
い
試
合
だ
っ
た
。
４
年

生
が
大
事
な
と
こ
ろ
で
き
っ
ち

り
決
め
て
く
れ
た
」
と
そ
の
活

躍
を
称
賛
し
た
。
勝
ち
点
も
10

に
伸
び
、
リ
ー
グ
上
位
３
チ
ー

ム
が
進
出
す
る
フ
ァ
イ
ナ
ル
３

出
場
へ
前
進
し
た
。
し
か
し
、

フ
ァ
イ
ナ
ル
３
出
場
も
通
過
点

で
し
か
な
い
。
神
戸
大
の
目
標

は
そ
の
先
に
あ
る
関
西
制
覇
、

そ
し
て
各
地
区
代
表
校
と
の
戦

い
を
制
し
て
の
学
生
日
本
一

だ
。
平
田
は
「
チ
ー
ム
一
丸
と

な
り
、
学
生
日
本
一
に
向
か
っ

て
突
っ
走
っ
て
い
く
」
と
決
意

を
語
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
【
石
橋
雄
大
】

   

降
格
の
危
機

　

フ
ッ
ト
サ
ル
部
が
、
現
在
12

チ
ー
ム
中
11
位（
９
月
23
日
付
）

で
、
降
格
圏
を
さ
ま
よ
っ
て
い

る
。
長
く
白
星
を
と
れ
ず
一
時

は
最
下
位
も
経
験
し
た
。
第
８

節
で
つ
い
に
今
季
初
の
勝
利
を

上
げ
、
こ
の
ま
ま
良
い
流
れ
を

作
り
た
か
っ
た
が
、
９
月
23
日

の
関
西
フ
ッ
ト
サ
ル
リ
ー
グ
第

９
節
対
Ｂ
ｕ
ｄ
ｄ
ｙ
戦
で
は
、

１

−

４
で
敗
退
し
て
し
ま
っ

た
。

　

第
８
節
の
相
手
の
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｉ

Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
は
、
リ
ス
ク
を
恐

れ
ず
攻
め
る
攻
撃
的
な
チ
ー
ム

の
た
め
、
得
意
の
カ
ウ
ン
タ
ー

が
う
ま
く
決
ま
っ
た
。し
か
し
、

Ｂ
ｕ
ｄ
ｄ
ｙ
戦
で
は
相
手
の
攻

守
バ
ラ
ン
ス
の
よ
さ
に
阻
ま
れ

た
。
得
意
の
カ
ウ
ン
タ
ー
が
決

ま
り
に
く
い
相
手
を
い
か
に
崩

す
か
が
神
戸
大
の
課
題
と
し
て

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　
「
次
こ
そ
勝
ち
点
を
と
っ
て
、

早
く
降
格
圏
か
ら
脱
し
た
い
」。

主
将
の
Ａ
西
脇
（
発
達
・
４
年
）

は
力
を
込
め
る
。
次
回
の
９
月

30
日
の
試
合
後
、
10
月
か
ら

リ
ー
グ
は
３
カ
月
弱
の
中
断
期

間
に
入
る
。
こ
の
間
に
ど
れ
だ

け
実
力
を
つ
け
ら
れ
る
か
。
そ

れ
が
明
暗
を
分
け
る
だ
ろ
う
。      

　
　

   　
　
　

  

【
田
中
郁
考
】

奈
産
大
に
連
敗

　

試
合
終
了
の
サ
イ
レ
ン
と
同

時
に
選
手
ら
は
肩
を
落
と
し

た
。
近
畿
学
生
野
球
連
盟
秋
季

リ
ー
グ
第
４
戦
、
神
戸
大

−

奈

良
産
業
大
が
９
月
19
日
、
20
日

に
行
わ
れ
た
。
神
大
は
連
敗
を

喫
し
、
一
部
優
勝
の
可
能
性
が

消
え
た
。

　

今
春
の
リ
ー
グ
戦
で
一
部
昇

格
直
後
な
が
ら
３
位
と
好
成
績

を
収
め
た
神
戸
大
。
今
秋
は

「
リ
ー
グ
戦
で
優
勝
し
、
各
野

球
連
盟
の
優
勝
者
を
倒
し
、
神

宮
大
会
に
出
る
」
と
い
う
目
標

を
立
て
た
。
奈
産
大
戦
前
の
時

点
で
４
勝
３
敗
。
こ
こ
で
勝
ち

点
を
取
れ
な
い
場
合
、
奈
産
大

の
優
勝
が
決
ま
っ
て
し
ま
う
大

事
な
試
合
だ
っ
た
。

　

初
日
で
エ
ー
ス
白
木
原
（
発

達
・
４
年
）
を
投
入
し
な
が
ら

安
打
が
あ
と
１
本
出
ず
１

−

２
で
敗
れ
、
後
が
な
い
神
戸
大

は
２
日
目
に
瀬
川
（
工
・
２
年
）

を
投
入
。
今
春
は
１
回
し
か
登

板
機
会
が
な
か
っ
た
瀬
川
だ

が
、
秋
季
リ
ー
グ
で
は
２
試
合

連
続
完
封
す
る
な
ど
今
や
エ
ー

ス
格
へ
と
成
長
し
た
。

　

そ
の
瀬
川
は
立
ち
上
が
り

１
、２
回
で
い
き
な
り
得
点
圏

に
走
者
を
置
く
も
、
本
人
が
自

信
を
持
つ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
丁

寧
に
投
げ
、
ピ
ン
チ
を
切
り
抜

け
る
。
そ
の
裏
、
神
戸
大
は
２

死
二
塁
の
チ
ャ
ン
ス
で
粘
り
に

粘
っ
た
二
谷
（
工
・
２
年
）
が

し
ぶ
と
く
右
前
ま
で
運
び
、
先

制
点
を
あ
げ
た
。

　

し
か
し
５
回
に
悪
魔
が
潜
ん

で
い
た
。
先
頭
打
者
に
左
越
二

塁
打
を
打
た
れ
る
と
、１
死
二
、

三
塁
と
な
り
、
遊
撃
手
の
野
選

で
追
い
つ
か
れ
る
。さ
ら
に「
ピ

ン
チ
な
の
で
厳
し
い
と
こ
ろ
を

狙
お
う
と
し
た
が
、
狙
い
す
ぎ

た
」と
瀬
川
自
身
が
話
す
よ
う
、

２
つ
の
四
球
で
押
し
出
し
と
な

り
、
勝
ち
越
し
を
許
し
て
し
ま

う
。
結
局
こ
の
回
６
失
点
と
炎

上
し
た
。
リ
リ
ー
フ
で
白
木
原

を
出
す
も
奈
産
大
の
勢
い
は
止

め
ら
れ
ず
、
さ
ら
に
２
失
点
し

た
。打
線
も
そ
の
後
は
沈
黙
し
、

３
回
以
降
三
塁
す
ら
踏
め
ず
、

１

−

８
の
７
回
コ
ー
ル
ド
で

敗
れ
た
。

　

現
在
、
リ
ー
グ
優
勝
が
決

ま
っ
て
い
る
奈
産
大
以
外
、
ど

こ
が
降
格
し
て
も
お
か
し
く
な

い
。
10
月
２
日
、
３
日
に
行
わ

れ
る
大
阪
大
戦
で
敗
れ
れ
ば
、

神
戸
大
も
入
れ
替
え
戦
に
出
場

す
る
可
能
性
が
あ
る
。「
今
日

の
試
合
の
悔
し
さ
を
そ
こ
で
ぶ

つ
け
て
い
く
」
と
名
誉
挽
回
を

誓
っ
た
瀬
川
。
昨
年
度
一
部
昇

格
を
遂
げ
た
ば
か
り
だ
が
、
１

年
で
ま
た
二
部
に
戻
っ
て
し
ま

う
の
か
。
彼
ら
は
窮
地
に
立
た

さ
れ
て
い
る
。　

   

【
小
野
学
】

敗者復活戦に敗れ肩を落とす男子対校エイトの選
手ら（8 月 24 日・戸田漕艇場で　撮影＝小野学）

秋季リーグで目覚ましい活躍を見せるも敗れた瀬川（9 月
20 日・ほっともっとフィールド神戸で　撮影＝香月隆彰）

第４Ｑ、ＲＢ髙木のランを食い止められ
なかった （9 月 16 日・エキスポフラッ
シュフィールドで　撮影＝石橋雄大）

●関西フットサルリーグ2012

●関西学生アメフトリーグ
vs 関西大　　　● 9-50
vs 京都大         ● 15-17

vs 京都大　● 3-5

●第 23 回関西学生ラクロスリーグ

●近畿学生野球連盟一部秋季リーグ

vs 大阪工業大● 0-7   ○ 11-2   ○ 2-0

vs 和歌山大● 0-3   ● 2-7

vs 大阪教育大 ○ 7-1　○ 1-0   
vs 奈良産業大● 1-2   ● 1-8 

vs 関西学院大　△ 9-9

vs 近畿大　○ 14-4

vs 同志社大　○ 10-3 
vs 大阪大　○ 11-3

5 得点を決めた AT 岩崎（9 月 23 日・大阪
大豊中キャンパスで　撮影＝小野学）

   

フ
ッ
ト
サ
ル

第 23 回関西学生ラクロス

vsFUERTE OSAKA　● 1-5

vsMESSE OSAKA DREAM　● 0-3

vsWaliki 神戸　△ 3-3

vsMIKIHOUSE Futsal Club　◯ 4-3

●秋季関西学生女子タッチフットボールリーグ

神戸大

7　第 1 Ｑ　0

33 天理大67　第 2 Ｑ　0

6　第 3 Ｑ　0

13　第 4 Ｑ　6

関
西
学
生
ア
メ
フ
ト
リ
ー
グ

一部優勝消える

リーグ戦

近畿学生野球連盟一部秋季リーグ

第
39
回
漕
艇
全
日
本

大
学
選
手
権
大
会

vsBuddy Futsal Club　● 1-4


